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世界フィギュアスケート選手権ほかに出場する体育会アイススケート部の町田樹さん、織田信成さん、髙橋大輔さん、國分紫苑さん（写真左から）

■学生広報スタッフ企画

■CAMPUS TOPICS

受験生のみなさんへ
関西大学へ行こう！

世界フィギュアスケート選手権ほか　出場選手壮行会を開催
関西大学とミズノ株式会社が連携協定を締結



企画・編集：学生広報スタッフ　上窪太貴（政策4）、榎本幸（政策2）、落合美規（政策3）、小嶋史季子（法3）、塩澤佳子（社3）、菅原直亮（情3）、谷洋佑（化生1）、富田千裕（社3）、
贄田竜有（政策4）、野口美保（社3）、東優也（文3）、松尾友喜（文1）、山下惠津子（社3）、和田愛美（社3）

総合情報学部

社会安全学部

人間健康学部
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年に一度の学園祭は、学生が主体の一大イベント！
関大には日本全国から学生が集まるので、さまざま
なタイプの人に出会います。特に学園祭実行委員会
のメンバーは個性派の集まりですね。そんな仲間と
学園祭をつくりあげていく過程で自分の成長も感じ
られます。大学での出会いで人生は変わります。ぜ
ひ関大でそんな出会いを見つけてください。

“強い”関大！
英語や国語系の勉強が好きだったので、文学部を
選びました。勉強とスケートとの両立で悩んだ時
期もありましたが、何とか卒業論文を書き終える
ことができました。テーマは「英語と日本語のこ
とわざの比較」です。英語でのスピーチなど、関
大の授業で学んだことを、スケートで海外に行く
ときに活かせたらいいなと思います。
今の関大は、新キャンパスを開設したり、スポー
ツの面では体育会サッカー部が大学日本一になる
など、大学全体に勢いを感じます。今の関大を一
言で表すと“強い！”ですね。
関大は、本音で話してくれる仲間や職員さんがい
るアットホームで温かい大学です。そんな関大で、
ぜひ学生生活を楽しんでください！

面倒見のいい大学です！ 
関大は総合大学でありながら、学生１
人ひとりのことをしっかりと見ている
大学です。だからこそ、ここでしか手
に入らない“生涯に渡って役に立つこ
と”が普段の学生生活の中できっと見
つかります。人との出会いや目標など
多くのことが得られる大学なので、期
待して関大へ来てください！

施設も世界レベルが目標 !
関大の施設の維持・管理の仕事を担
当しています。めざしているのは、
教育内容はもちろん施設・設備も世
界に通用する大学。勉強をするため
の環境が整っていることは大学の基
本です。4年間損はさせませんよ！

大阪のパワー溢れる関大！
学生時代の入試広報スタッフとしての活動や、学
校インターンシップへの参加はとても良い経験と
なりました。私は北海道出身ですが、勢いがある
大阪の人に影響されて物怖じしない性格になりま
した。関大での経験が今の営業という仕事に活き
ています。周りの人のことは気にせず「ここまで
やったんだから大丈夫！」と強気で入学試験に挑
んでください。

関大の“人の力”
関大の一番の魅力は、質・量ともに“人
の力”。社会人になってから、関大出身
者の多さとつながりの強さを実感しまし
た。関大を色に例えるなら“赤”で、元
気で明るいイメージがあります。入学し
たら、そんな関大の“人の力”を利用し
て幅広い人脈をつくり、さまざまなこと
にチャレンジしてほしいですね。

飛び出せ！ KAISERS!
関西大学体育会には「KAISERS」と
いうチームネームがあり、部を超えた
学生同士のつながりや一体感が強いこ
とが特徴です。体育会にとっての一大
イベントは「総合関関戦」（年に 1度、
関西学院大学と各種目で対戦）。勝利
したときに歌う学歌には、全員の関大
愛を深める力があります。熱い体育会
で、一緒にヒートアップしましょう！

「関西大学（関大）ってどんな大学？」受験生のみなさんのそんな疑問を解決すべく、学生広報スタッ
フが在学生、卒業生、職員にインタビューを実施！さまざまな視点から関西大学を紹介します。

統一学園祭実行委員会 委員長　
柳田 直彦さん
（政策創造学部3年次生）

体育会本部 前本部長　
守田 紫晃さん
（政策創造学部４次年生）

株式会社日本旅行 勤務　
宮坂 祥平さん
（文学部2008年卒業）

関西大学事務職員 調達グループ
市原 淳さん
（工学部1992年卒業）

新聞業界 勤務　
多保田 優さん
（法学部2009年卒業）

体育会アイススケート部　
織田 信成さん
（文学部4年次生）

文化会本部 本部長　
村尾 富成さん
（商学部 3年次生）

関西大学事務職員 
入試広報グループ
福田 聡さん
（社会学部1991年卒業）

学生広報スタッフ企画

関西大学へ行こう！

安全・安心な社会を探求
社会安全学部では、すべての人
に関わる“安全”について学ん
でいます。将来、人の役に立つ
と思えば勉強も頑張れます。高
槻ミューズキャンパスには、初
等部・中等部・高等部が併設さ
れていて、他のキャンパスとは
また違った新鮮な雰囲気があり
ますね。

スポーツと福祉から「健康」
を学ぶ！
人間健康学部は高校でスポーツに
打ち込んでいた学生が多く、私も
現在ラクロス同好会に所属してい
るので、同じスポーツマンとして
分かり合える友達がたくさんでき
ました。友達と語り合う将来の話
や何気ない会話から知識が増え、
視野が広がりました。お互いを刺
激し合って充実した学生生活を過
ごしています。

システム理工学部
環境都市工学部
化学生命工学部

法学部・文学部
政策創造学部・外国語学部

経済学部
商学部

社会学部

千里山キャンパス

高槻ミューズキャンパス

堺キャンパス

高槻キャンパス 最先端の情報設備が自慢！
高槻キャンパスは、最新パソコン
やビデオカメラなど各機器を使え
るのが特長です。
キャンパスにあるのは総合情報学
部だけなので、みんなが顔見知り。
僕は高校時代からテレビが好き
で、将来も関係する職業に就きた
いと思っています。実習授業など
で映像作品を作ることができるの
でとても勉強になります。

入部をお待ちしています！
関大には、落語・軽音・書道や速記など、
長い歴史と伝統を受け継いでさまざまな活
動をしている団体がたくさんあります。大
学近隣をはじめ各地域で開催されるイベン
トなどに積極的に参加し、地域貢献活動に
も取り組んでいます。入学した際には、ぜ
ひ入部を考えてください！

受験生のみなさんへ

田代 真佑美さん（人間健康学部1年次生）

松井 駿介さん（総合情報学部2年次生）

増子 恵さん（社会安全学部１年次生）
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　1月17日、関西大学はスポーツ総合メーカーのミズノ株式会社と連
携協定を締結することを発表し、調印式を執り行った。
　この連携協定に基づき、
今後、本学と同社がスポーツ
を基軸とした社会貢献事業
を積極的に展開し、体育会
を中心に「淀川の清掃活動」、
「学内・大学周辺の清掃」、
「子供向けのスポーツスクー
ル（カイザースクール）」などに
取り組む予定である。

関西大学とミズノ株式会社が連携協定を締結

　1月14日、関西大学は2012年4月に
開設予定の関西大学留学生別科（構
想中）および関西大学南千里国際プラ
ザの建設を発表し、1月15日に建設予
定地において地鎮祭を執り行った。
　関西大学留学生別科（構想中）では、
国際的視野に立つ有為な人材育成を
目的とし、本学の学部や研究科を中心
に国内の大学・大学院進学を希望する
外国人に日本語や日本事情、日本文化
などを教授する。
　関西大学南千里国際プラザでは、留
学生の居住スペースや留学生別科用

　関西大学では、昨年4月に人間健康
学部を堺キャンパスに開設し、堺市との
地域連携事業のもと、さまざまな取組み
を行っている。
　このたび、人間健康学部は堺市と連
携し、堺市民のみなさんに「すこやか」な
日 を々送っていただくために、第１期の
すこやか教養講座を堺キャンパスにて
開催する。各分野のトップランナーの講
師陣が、６回のリレー講座として現代の
教養を分かりやすく講座を行う。各回の

関西大学留学生別科（構想中）および
関西大学南千里国際プラザ建設の概要を発表、地鎮祭を挙行

堺キャンパスですこやか教養講座（第 1期）を開催

教育施設に加えて地域住民との交流ス
ペースなども設け、「留学生・一般学生・
地域住民による『共に学ぶ異文化交
流』」をコンセプトに、本学および地域の
国際化に貢献することをめざす。

講師や参加申し込みなど詳細について
は、人間健康学部のウェブサイト（http://
www.kansai-u.ac.jp/Fc_hw/index.
html）を参照のこと。

　昨年12月6日、社会学部の大西正曹
教授ゼミの学生約20人が製作した横2.2
ｍ×縦1.5ｍの大型絵馬を天神橋筋３丁
目商店街「天三おかげ館」前に設置し、1
月上旬まで披露された。
　この絵馬は、天神橋筋商店街と大阪
天満宮のさらなる発展を祈念して、プラ
スチック板に壁紙を貼った素材の両面
に本年の干支である「兎」の図柄を描い
たもので、学生が型取り・デザインから
仕上げまで1カ月がかりで制作した。
　今回は、大西正曹教授の仲介による泉
州地域の繊維会社とのコラボ企画とし
て、学生が原画を描き、繊維会社が染色・
制作した布製の大型絵馬と刺繍入りの

社会学部・大西正曹教授ゼミが大型絵馬を披露

大西正曹教授ゼミの学生と制作・掲示された絵馬

日程 イベント・行事名 主対象 問い合わせ先
1日㈫ 一般入学試験・大学入試センター試験を利用する入学試験（～８日） － 入試センター
9日㈬ 法学研究所　第43回シンポジウム 学生・教職員・一般 研究所事務室

10日㈭ 東京センター公開講座 一般 東京センター

12日㈯ 英語教育連環センター　フォーラム2 学生・教職員・一般 英語教育連環センター
関西大学特別公開講座 学生・教職員・一般 社会連携グループ

15日㈫ 経済・政治研究所　第5回公開セミナー 学生・教職員・一般 研究所事務室
イベント・行事については、予告なく変更される場合があります。また、今後追加・中止となるイベント・行事もあります。
詳細・最新情報については、本学ウェブサイトならびに問い合わせ先のウェブサイトなどで必ず確認してください。

2/1-15

巨大タペストリーも同時に披露した。
　本学と天神橋筋商店連合会は、2007年
11月に連携協力に関する協定を締結し、
大西教授ゼミの学生は、交流の担い手と
して、天神橋筋商店街に観光や買い物に
訪れる人びとに、名所や目当ての店をはじ
め、街の歴史まで幅広く案内する「町街人
（まちがいど）」などとして活動している。

関西大学南千里国際プラザイメージパース
社会安全学部・社会安全研究科が
第１回東京シンポジウムを開催

　昨年12月16日、安全・安心な社会の実現に寄与できる「社会安
全学」の構築と人材育成をめざして昨年4月に開設した社会安全学
部と大学院社会安全研究科が、第1回東京シンポジウム「企業が直
面する首都圏でのクライシス」を関西大学東京センターで開催した。
　災害対応・危機管理・コンプライアンスなど首都圏が直面す
るクライシスの問題を取り上げる講演・パネルディスカッショ
ンに、コンプライアンス業務等に携わる企業関係者ら約200人の
参加者はメモを取りな
がら熱心に聞き入った。
首都圏においても、社会
安全学部・社会安全研
究科の評価を一層高め
る継続的な努力の必要
性を実感した。

髙橋大輔さん、織田信成さん、町田樹さん、國分紫苑さんの壮行会を開催

　1月12日、体育会アイススケート部の髙橋大輔さん（文学
研究科M2）、織田信成さん（文学部4年次生）、町田樹さん（文
学部3年次生）、國分紫苑さん（社会学部1年次生）が、それぞ
れ世界フィギュアスケート選手権大会（髙橋・織田）、四大陸
選手権大会（髙橋）、アジア冬季競技大会（町田）、ユニバーシ
アード冬季競技大会（織田・國分）の日本代表選手に選ばれ
たことを祝し、壮行会が開催された。
　当日は、学長・理事長をはじめ、学生・地域住民など関係者あわせ
て約700人が会場に集まり、各選手から大会出場に向けた決意が披
露された。会場では、日
本代表選手として活躍
することを期待して応
援団や全日本大学サッ
カー選手権で優勝した
体育会サッカー部員か
らエールが送られた。

協定書に調印した楠見晴重学長（写真左）と
上治丈太郎ミズノ株式会社専務取締役（写真右）


